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2022年7月の活動
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スポーツが持つ無限の可能性に挑戦し、
地域社会と共に「夢」と「幸せ」、そして「未来」を創出する。

【スポーツで繋がる、創る】

スポーツのチカラで人と人を繋ぎ、地域社会の未来を創るエンジンに

【あらゆる人に、スポーツを】

あらゆる人がスポーツを楽しみ、「夢」を追うことができる
環境・機会を創出し、地域社会にスポーツでもっと「幸せ」を

【この街から、世界へ】

世界で活躍できる選手を育成し、子供たちと地域社会に夢と未来を

F・マリノススポーツクラブ 理念
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2022年7月の活動一覧

No. 活動名 スライドNo.

1 綱島サマーフェスティバル 4

2 F・マリノスプロジェクト 5

3 横浜市 みんなのケータイリサイクル！ 6

4 LEADS TO THE OCEAN 海につづくプロジェクト 7

5 はまっ子交通あんぜん教室 8

6 夏の交通事故防止運動 9

7 鴨居中学校「和（なご）みルーム」スポーツタイム 10

8 よこすか産業フェス 11

9 TRICOLORE CREWS MEETING 12

10 #命つなぐアクション 13～16

11 たまプラーザ駅前通り商店会(たまプラーザ夏まつり)清掃活動 17

12 三世代チア教室 18

13 エンジョイフットボール 19

14 WOMANサッカー 20

15 横浜F・マリノスフトゥーロ 21

16 ランニングクラブ 22

17 アカデミー（ユース） 23～26

18 アカデミー（ジュニアユース） 27～30

19 アカデミー（プライマリー） 31

20 サッカースクール・スペシャルクラス 32
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

綱島サマーフェスティバルへのトリコロールマーメイズの参加
綱島サマーフェスティバル実行委員会

2022年7月3日 横浜市港北区綱島

・綱島サマーフェスティバルへの参加による地域の盛り上げ

・綱島サマーフェスティバルにトリコロールマーメイズのジュニアチーム「リトルマーメイズ」が参加、
およそ25分のステージを展開した。

500000円(反射シール) 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

フェスティバル来場者
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

F・マリノスプロジェクト
F・マリノススポーツクラブ、①城郷小学校、②みたけ台小学校

2022年 ①7月5日（火）、②7月19日（火） ①城郷小学校、②みたけ台小学校

・F・マリノスの一員になったつもりで、各グループごとに決めたテーマについて考える取り組み（キャリア教育の一環）

・ホームタウン担当スタッフによるオリエンテーション（Ｆ・マリノスの事についての説明）
・年内に一度中間プレゼンテーション、年度末に最終のプレゼンテーションを実施予定

・各グループに分かれて課題に取り組み中

・ここから子どもたちがどんなテーマを持ち、そしてそのテーマに対してどんなアイディアを出してくるのかを期待

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

①城郷小学校6年生、②みたけ台小学校6年生

地域貢献活動・復興応援活動など

①

②
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

・2/19 C大阪戦 17個
・2/23 川崎戦 14個
・3/2 神戸戦 18個

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

横浜市 みんなのケータイリサイクル！
横浜市資源循環局、横浜市内スポーツチーム

2022年2月~ 日産スタジアム

・リチウムイオン電池を含む電子機器の発火トラブルの防止
・携帯電話を構成するレアメタル（希少金属）のリサイクル促進
詳細はコチラも参照。

・スタジアムにて携帯電話回収ボックスを設置、ホームゲーム来場者から不要な携帯電話を回収する。
回収された携帯電話は障がい者就労施設にて分解される。

・横浜のスポーツチームが複数参画。

・21年シーズンからの継続実施活動。

0円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

横浜F・マリノスホームゲーム来場者

・3/6 清水戦 22個
・4/2 東京戦 35個
・5/7 名古屋戦 30個

・6/25 柏戦 21個
・7/6 広島戦 7個
・7/30 鹿島戦 17個

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/719/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

LEADS TO THE OCEAN 海につづくプロジェクト（通称：LTO）
NPO法人海さくら、日本財団／プロスポーツチーム(22年7月時点：20チーム)

2022年7月6日(水)、30日(土) 日産スタジアム周辺

スポーツと清掃活動を軸に、海・自然環境への意識を高め、次世代に美しい自然を残すためのプロジェクト。
「海にゴミは行かせない！」を合言葉に、街から海に流れるごみを減らし、本来の美しい海・環境を取り戻す。
LTO活動の詳細は コチラ

日産スタジアムでのホームゲーム試合前にゴミ拾いを実施。
基本4時間前から試合開始までの間に実施しており、皆様のお好きな時間に参加可能。
年間に規定数以上のスタンプを集めると『ゴミ拾いマスター』に認定！（22シーズンは9個以上）

7/6  (第58回) : 59名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 8袋、不燃ごみ 10袋
7/30(第59回)： 85名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 9袋、不燃ごみ 6袋

・7/6の第58回は海と日本PJの一環として「LTOブルーサンタゴミ拾い」と題して実施。
・7/30の第59回は猛暑の中での実施であったが85名もの方が参加してくれた。
・詳しくはLTO横浜F・マリノスページ内の活動レポートをご覧ください。
→ https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/
→ 7/6(第58回)の様子はコチラ、 7/30(第59回)の様子はコチラ

0円 0円

参加者増となる取り組みを検討中

地域貢献活動・復興応援活動など

全ての人

https://www.uminitsuzuku.com/#why
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20220706/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20220730/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

はまっ子交通あんぜん教室
港北区役所、港北警察署、港北安全協会、アネスト岩田株式会社

2022年5月～ 港北区内横浜市立小学校

・神奈川県は交通事故件数が多い県
少しでも交通事故を減らしていきたい。入学したばかりの1年生や自転車事故が多い子どもたちに指導し
交通事故を減らしていきたい

・小学1～3年生のうちの1年生を対象に歩き方教室、小学3年生以上のうちの1学年を対象に自転車の乗り方を実施。
その他に死角実験や衝突実験を実施し、交通について学ぶ

・7/8 篠原小学校 198名

・右記写真を参照

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

地域貢献活動・復興応援活動など

港北区内小学生
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

夏の交通事故防止運動
神奈川県警察本部

2022年7月11日～20日 神奈川県警察本部交通総務課 公式Twitter

夏季の行楽期や学校の夏休み期間に加え、解放感から発生する漫然運転などによる交通事故の増加が懸念され、交通事故
の未然防止に向けた交通安全活動の一層の強化を目指す。

「夏の交通事故防止運動」に合わせて、宮市亮 選手による交通安全メッセージ動画を投稿。

8月10日時点で動画の再生回数は約11,000回

神奈川県警察本部交通総務課 公式Twitter
https://twitter.com/kpp_koutuu/status/1548185662402076676?s=20&t=qAbb858eRfJaQX38P1Sghg

円 円

地域貢献活動・復興応援活動など

全ての人

https://twitter.com/kpp_koutuu/status/1548185662402076676?s=20&t=qAbb858eRfJaQX38P1Sghg


【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年7月)
10

活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

鴨居中学校「和（なご）みルーム」スポーツタイム
F・マリノススポーツクラブ、鴨居中学校

2022年7月13日（水） 鴨居中学校

・鴨居中学校「和（なご）みルーム」の生徒達を対象に健康促進。
・課外活動が少ない現状。活動を通じて、生徒達の悩みなどを解決。

・F・マリノスふれあいコーチによる、サッカー教室（ボールフィーリング、ストレッチ、コーン当て）

参加生徒数：8名
参加者の感想
・楽しかった。失敗しても盛り上げてくれたのがありがたい。運動をしていなかったので、運動する良い機会でした。等

・右記写真を参照

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

中学生

地域貢献活動・復興応援活動など
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 7万円 (マリノストライカー運営) 売上

今後に向けて
(インナー向け)

出展時に汎用で使えるツールが必要

よこすか産業フェスへのマリノストライカー出展
横須賀商工会議所

2022年7月16日 横須賀商工会議所 駐車場

・毎年横須賀市主催で行われていた「よこすか産業まつり」に替わるイベントとして開催された「よこすか産業フェス」
に横須賀市をホームタウンとするチームとして出展をさせていただいた。地域振興の一環。

・よこすか産業フェス会場の横須賀市商工会議所駐車場にてマリノストライカーを出展・運営

0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

イベント来場者

・
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

TRICOLORE CREWS MEETING 
F・マリノススポーツクラブ

2022年7月21日（木） マリノス本社4階

・スポーツクラブをより魅力ある組織にするために、TRICOLORE CREWS 2022会費の活用方法、まだ発信できていない
活動の広め方などをディスカッション

・ミーティング参加者とスタッフを3グループに分け、テーマに沿ったグループワークを実施

・「F・マリノススポーツクラブと一緒に活動したい」というありがたい申し出を受け、7/31たまプラーザ夏まつり会場
の清掃活動に賛助会員の皆さんにご参加いただいた。

・右記写真を参照

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

Ｆ・マリノススポーツクラブ賛助会員

地域貢献活動・復興応援活動など
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

#命つなぐアクション 日本体育大学による救護サポート
F・マリノススポーツクラブ / 日本体育大学保健医療学部救急医療学科

日産スタジアムでのホームゲーム実施日 日産スタジアム

・「スポーツ中の心臓突然死をゼロにする」を目的に取り組む「#命つなぐアクション」の一環。
より安心安全な観戦環境を創るとともに、活動を通じてファン・サポーターへの啓発も狙う。

・日産スタジアムのホームゲームにおいて、日本体育大学保健医療学部救急医療学科の学生によって組成された
救護チームがAEDを装備してスタジアムを巡回し、有事の際には救護活動を行う。

・活動時には松田直樹さんの背番号である「3」のついたビブスを着用して活動を行う。

・5月7日以降の日産スタジアム開催のホームゲームで救護サポートを実施
・日本体育大学とは連携協定を締結しており、今後も「#命つなぐアクション」を共に推進していく

・詳細はこちらもご参照ください。

救急救命士一人につき1万円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

日産スタジアム来場者

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/2363/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

#命つなぐアクション 日本体育大学によるAED/CPR体験ブース
F・マリノススポーツクラブ / 日本体育大学保健医療学部救急医療学科

2022年7月30日 日産スタジアム

・「スポーツ中の心臓突然死をゼロにする」を目的に取り組む「#命つなぐアクション」の一環。
より安心安全な観戦環境を創るとともに、活動を通じてファン・サポーターへの啓発も狙う。

・日産スタジアムのホームゲームにおいて、日本体育大学保健医療学部救急医療学科の学生によって組成された
救護チームによるAED/CPR体験ブースを展開、来場者に「#命つなぐアクション」を体験してもらう

・活動時には松田直樹さんの背番号である「3」のついたビブスを着用して活動を行う。

・ブースには多くのお客様がご来場された
・場内で行われていた30周年記念OBマッチの出場選手たちも来場、AED/CPRを体験

・体験した人からは「胸骨圧迫が難しい」「ずっと胸骨圧迫をし続けるのはかなり疲れる」など、
実際に体験してみてはじめてわかる感想が聞こえてきていた。

0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

日産スタジアム来場者
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

#命つなぐアクション 「スタジアムで倒れている人を見かけたら」動画

F・マリノススポーツクラブ、一般社団法人松田直樹NextGeneration、横浜市消防局(動画内容監修)

ホ―ムゲーム実施日 日産スタジアム / ニッパツ三ツ沢球技場

・人が倒れているのを見かけた時に正しい行動をとれるように。

・倒れている、かつ心肺停止に陥っている人をスタジアムで見かけた時にどのような行動をとるべきかを
啓発する動画を作成しホームゲームで放映する。

・動画内ではスタジアム内のAEDの場所も紹介

動画制作60万円程度 0円

特になし

地域貢献活動・復興応援活動など

横浜F・マリノスホームゲーム来場者
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

選手への声掛けタイミングはもっと早くても良い(3か月前くらい)

30周年記念OBマッチ suppoted by #命つなぐアクション
横浜F・マリノス

2022年7月30日 日産スタジアム

・7月30日は、J1を舞台に、30年間唯一続く鹿島アントラーズとの宿命の一戦「The CLASSIC」であると同時に、2011
年に急逝された松田直樹さんの命日である8月4日に今シーズン最も近いホームゲーム。クラブ30周年の喜びを一人でも多
くのF・マリノスに関わる方々と分かち合うと共に、「#3」への想いをつないでいく。

・松田直樹さんとクラブ在籍期間の重なるOBの方々を中心に、2チームに分かれて「横浜F・マリノス チームBLUE vs 横
浜F・マリノス チームWHITE」で前座試合を開催
・試合後は場外で日本体育大学さんが運営するAED/CPR体験ブースにOB選手が参加

・試合を通じて、多くのOBの皆様がSNS等で発信をしてくださり、#命つなぐアクションの啓発につながった
・参加されたOB選手のほぼ全員がブースに参加いただいて

・詳細はこちらもご参照ください。

謝礼等含め250万円程度 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

日産スタジアム来場者

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/2363/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

たまプラーザ駅前通り商店会(たまプラーザ夏まつり)清掃活動
F・マリノススポーツクラブ／たまプラーザ駅前通り商店会、サポーター有志の方々、TRICOLOLE CREWS会員の方々

2022年7月31日 たまプラーザ駅前通り商店会

・商店街を盛り上げる（商店街に関わる人々を笑顔にする）
・この活動を通して地域との絆を強めたり、新たな人たちとのつながりを作る
・商店街にクラブカラー(トリコロール)を増やして、地域の方々にクラブを周知してもらう

・サポーター有志の方々、TRICOLOLE CREWSの方々、クラブスタッフによる清掃活動(夏まつり会場のゴミ拾い)
・清掃活動終了後に各店舗へクラブポスターおよび応援ショップ案内カードを配布

・計7名で実施（サポーター有志の方々 7名、TRICOLOLE CREWSの方々 3名、クラブスタッフ 7名）
・およそ1時間半実施（清掃活動40分→休憩→ポスター配布40分）

・4月に続き2回目の清掃活動で、今回も感染対策として最小限の人数で実施
・ゴミがそこまで多くなく、とてもきれいな街であることを実感
・今後も継続して、様々な商店街（地域）で実施していきたい

0円 0円

・今後清掃以外の活動も実施していきたい
・ハマトラ以外の参加者を増やしていきたい

地域貢献活動・復興応援活動など

上記の方々
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活動名

主催／共催

対象

実施日 実施場所

活動の目的

活動内容

活動の結果

活動の様子

試合結果
ニュース等

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

三世代チア教室 ～チアダンスで家族みんな心も体も元気に！～
やまとみらい、市民交流拠点ポラリス／F・マリノススポーツクラブ、一般社団法人チアリーダーズ協会

2022年7月2日 大和市市民交流拠点ポラリス

・運動の楽しさを感じてもらい、日頃の運動習慣のきっかけに
・未病改善や運動不足の解消
・家族みんなでの楽しい思い出作り

・家族みんなでポンポン作り
・作ったポンポンを使って、トリコロールマーメイズOG指導のもとチアダンスを実施

・2家族（7名）が参加
・タウンニュース大和版2022年7月29日号に掲載→記事はコチラ

・初めての試みで参加者は少なかったが、大きな事故等無く無事に終了
・参加者はみんな笑顔で、終始良い雰囲気であった

16,500円 1,750円

・告知方法、参加条件を改善すれば、参加したいという人はもっと出てくるのではないかと感じる
・継続して実施することが大切

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

大和市内在住の祖父母、親、子ども(年少以上)の三世代

https://www.townnews.co.jp/0401/2022/07/29/636105.html?utm_source=20220729&utm_medium=mail&utm_campaign=mailmagazine&utm_content=%E5%A4%A7%E5%92%8C
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活動名

主催

対象

実施日 実施場所

活動内容

活動の様子

エンジョイフットボール
F・マリノススポーツクラブ

2022年7月18.22日 しんよこフットボールパーク
横浜市立吉田中学校

ウォーミングアップ・トレーニング・ゲーム

参加人数：延べ132名

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

18歳以上
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活動名

主催

対象

実施日 実施場所

活動内容

活動の様子

WOMANサッカー
F・マリノススポーツクラブ

2022年7月7,14日 マリノストリコロールパーク新吉田

ウォーミングアップ・トレーニング・ゲーム

参加人数：延べ23名

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

18歳以上の女性
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活動名

対象

実施日
実施場所

試合結
果

横浜市民大会 Aチームvsオールオカムラ 0-4 ●
ゆうあいピックBチームvsオルテンシア1-1 PK2-4●、vsデサフィオ0-1●

Cチームvs日野中央高等特別支援学校0-1● フトゥーロD5-0〇
Dチームvsボアソルチ0-0 PK3-4● フトゥーロC0-5●
Eチームvsリュンクス武山2-0〇 七沢OBSC0-3●

ツクイカップ BチームvsフトゥーロC2-0〇 フトゥーロD15-0〇
CチームvsフトゥーロB0-2● オルテンシアA0-8●
Dチームvsオルテンシア0-6● フトゥーロB0-15●
Eチームvsかながわなでしこ0-4● オルテンシアB2-3●

横浜F・マリノスフトゥーロ
【横浜市民大会】【ゆうあいピック】【ツクイカップ】

2022年7月9日(土)横浜市民大会
7月10日(日)ゆうあいピック
7月16日(土)ゆうあいピック
7月17日(日)ツクイカップ

神奈川県立スポーツセンター

横浜F・マリノスフトゥーロ
（知的障がい者 A・B・C・D・Eチーム）

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的

活動内容

活動の結果

活動の様子

試合結果
ニュース等

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

ランニングクラブ

F・マリノススポーツクラブ

2022年7月9日（土）、16 日（土） 7/9：新横浜公園～日産スタジアム
7/16：臨港パーク～港も見える丘公園

・ランニング活動を通して、マリノスファミリーの獲得
・ランニングの楽しさを体感することと、健康の寄与する活動
・正しいウォーミングアップの伝達

・新横浜公園内でウォーミングアップ、ストレッチ、日産スタジアム周辺をランニング
・正しいストレッチ、ウォーミングアップを行いケガを予防する
・体幹も鍛えながらランニング中のフォームが乱れないように鍛えます。

・7/16は、日産スタジアムがコンサート開催のため、混雑が予想されたので久しぶりに臨港パーク～港の見える丘公園までに変更

・徐々に気温が高くなりランニングには厳しい季節に近づいてきた。熱中症に注意しながら給水もしっかり摂りながらランニングを実施。
・7/16は久しぶりの臨港パーク～港の見える丘公園までのランニングでリフレッシュ出来た。

また、みなとみらい地区がかなりの建物が建っていたのでびっくりした。

・今回は新横浜公園内、日産スタジアム周辺、臨港パークをW-UP含めて約10ｋｍのランニングだった。
・終了のストレッチも入念に行った。
・気温が高くなってきましたので、給水も小まめに行った。
・ランニングが終わった後の皆さんの会話も楽しそうだった。

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

活動写真添付

成人男性・女性
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ユース 第46回日本クラブユースサッカー選手権（U-18）大会決勝が、8月3日正田醤油スタジアムにて行われ、
横浜F・マリノスユースがセレッソ大阪U-18と対戦し、延長戦の末、1対3で敗れ準優勝となりました。
内野航太郎選手がMIPを受賞しました。
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ユース

2022年8月12日時点
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ユース

2022年8月12日時点



【この街から、世界へ】活動レポート(22年7月)
26

アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

代表関連

ユース所属の畑野優真選手、池田春汰選手が、HiFA 平
和祈念 2022 Balcom BMW CUP 広島ユースサッカーに参
加するU-17日本代表のメンバーに選出

畑野優真選手 池田春汰選手

ユース所属の望月耕平選手、白須健斗選手、山下将真
選手（追加招集）が、U-16日本代表候補国内トレーニン
グキャンプのメンバーに選出

望月耕平選手 白須健斗選手
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース

2022年8月12日時点
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース

2022年8月12日時点
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース追浜

2022年8月12日時点
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース追浜

2022年8月12日時点
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

プライマリー追浜

横浜F・マリノスプライマリー追浜
第42回神奈川県チャンピオンシップ（U-12）

7月10日（日）
準決勝
あざみ野FC 0－０（PK１－２）

3位決定戦
足柄FC 0－3

最終順位 4位
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サッカースクール

スペシャルクラス

◆主な実施イベント

■J1リーグホームゲーム
7/30（土）vs鹿島アントラーズ 戦@しんよこフットボールパーク、日産フィールド小机
・松田直樹カップスクール交流戦 suported by 命つなぐアクション（小学1，2年生）

■女子スクール交流戦（＠マリノストリコロールパーク新吉田）
7/18（月・祝）エスパルスサッカースクールと女子スクール生同士の交流戦を開催

■サマースクール開催
＜中央エリア＞ 7月18日（月・祝）、19日（火）マリノスサッカースクール二俣川

＜北エリア＞ 7月27日（水）、28日（木） マリノストリコロールパーク新吉田 ※26日（火）は悪天候により中止

＜南エリア＞ 7月26日（火）、27日（水） マリノストリコロールパーク上大岡
7月28日（木）、29日（金） マリノスサッカースクール追浜校

＜７月会員数＞
【北エリア】新吉田校：273名、東山田校：323名、中山校：92名、小机校：138名、ライフネット菅田校：49名
【中央エリア】二俣川校：375名、大和校：219名、ShunsukePark校：169名
【南エリア】京急上大岡校：295名、追浜校：282名、リーフスタジアム校：167名
【大人スクール】204名

サッカースクール・スペシャルクラス

◆各クラス(新横浜・追浜・大和)の活動報告

スペシャルクラス合同練習会（7月27日（水）、29日（金））


